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は
じ
め
に

　

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）、
時
の
帝
・
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一
～

一
六
一
七
）
は
聚
楽
第
（
聚
楽
亭
）
に
行
幸
し
た
。
こ
の
事
件
は
関
白
豊

臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
一
五
九
八
）
の
御
伽
衆
で
あ
っ
た
大
村
由
己

（
一
五
三
六
～
一
五
九
六
）に
よ
り
、『
聚
楽
行
幸
記
』（『
聚
楽
第
行
幸
記
』）

と
し
て
記
録
さ
れ
た
。
こ
の
天
正
十
六
年
の
行
幸
を
記
し
た
『
聚
楽
行
幸

記
』
は
現
在
四
十
種
を
越
す
伝
本
を
数
え
、
そ
の
原
本
が
大
阪
城
天
守
閣

と
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。

天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
考

─
新
出
『
天
正
二
十
年
　
聚
楽
第
行
幸
記
』
を
中
心
に
─

竹
内
洪
介

　

そ
れ
か
ら
四
年
後
の
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
正
月
、
秀
吉
か
ら
関

白
職
を
継
承
し
た
豊
臣
秀
次
（
一
五
六
四
～
一
五
九
五（
１
））
は
、
二
十
六
日

か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、
同
じ
く
聚
楽
第
に
後
陽
成
天
皇
を
招
い
た
。

朝
鮮
侵
攻
の
影
響
か
、
四
年
前
の
行
幸
時
に
比
べ
て
ス
ケ
ー
ル
は
縮
小
さ

れ
た
が
、
太
閤
秀
吉
が
後
継
者
に
指
名
し
た
秀
次
が
主
催
す
る
行
幸
で
も

あ
り
、
そ
の
催
し
は
非
常
に
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
天
正
二
十
年

の
行
幸
の
盛
時
を
記
し
た
『
聚
楽
行
幸
記
』
に
つ
い
て
は
そ
の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
時
拙
稿
「『
天
正
二
十
年　

聚
楽
第
行
幸
記
』

解
題
・
翻
刻
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
四
十
集
、
二
〇
二
〇
年
三
月
。

以
下
旧
稿
と
略
称
）
に
て
、
一
点
が
現
存
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た（
２
）。
こ
の
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旧
稿
で
は
、主
に
書
誌
情
報
お
よ
び『
天
正
二
十
年　

聚
楽
第
行
幸
記
』（
以

下
『
二
十
年
行
幸
記
』）
の
和
歌
詠
進
部
分
と
同
じ
記
事
を
持
つ
島
原
図

書
館
松
平
文
庫
蔵
『
関
白
秀
次
亭
行
幸
和
歌
』
と
の
異
同
等
に
つ
い
て
言

及
し
た
。
し
か
し
『
二
十
年
行
幸
記
』
の
史
料
的
価
値
の
確
認
や
、
そ
こ

か
ら
天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行
幸
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、改
め
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
が
豊
臣
政
権
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
行
幸
行
列

　

本
稿
で
主
に
扱
う
『
二
十
年
行
幸
記
』
は
近
世
期
の
写
本
と
思
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
お
よ
び
本
文
は
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』

と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
従
っ
て
、
あ
く
ま
で
『
聚
楽
行
幸
記
』
の
事

例
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
同
書
は
関
白
秀
次
の
命
に
依
っ
て
著
さ
れ
た
公

的
記
録
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
述
べ
た
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
の
伝
本
は
四
十
種
を

超
え
て
お
り
、
こ
れ
に
和
歌
会
の
記
録
や
行
列
の
記
録
等
も
加
え
れ
ば
、

天
正
十
六
年
聚
楽
行
幸
に
関
す
る
史
料
は
相
当
数
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る

と
い
え
る
。
一
方
、
天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行
幸
は
同
十
六
年
の

行
幸
に
比
べ
、
そ
の
史
料
が
殆
ど
現
存
せ
ず
、
管
見
に
入
る
限
り
で
も
宮

内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
『
後
陽
成
天
皇
行
幸
蔵
人
方
御
下
行
』『
聚
楽

行
幸
行
列
』『
聚
楽
亭
行
幸
記
（
和
歌
・
蹴
鞠
之
事
）』、
群
書
類
従
に
所

収
さ
れ
る
『
天
正
二
十
年
正
月
廿
六
日
行
幸
聚
楽
第
之
行
列
』『
天
正
年

中
聚
楽
亭
両
度
行
幸
日
次
記
』、
広
島
大
学
所
蔵
猪
熊
文
書
に
所
収
さ
れ

る
『
聚
楽
行
幸
目
録
』
が
該
当
す
る
程
度
で
、
そ
の
他
は
『
鹿
苑
日
録
』

を
始
め
と
す
る
諸
日
記
に
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
記
述
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
史
料
が
限
定
さ
れ
る
理
由
は
お
そ
ら
く
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
に
あ
っ
た
秀
次
の
死
と
そ
れ
に
連
座
し
た
眷
族
の
処
刑
、

お
よ
び
自
邸
聚
楽
第
が
破
却
さ
れ
た
こ
と
等
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
秀
次
一

族
へ
の
迫
害
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
も
あ

り
、
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
た
論
考
は
、
中
川
和
明

「
天
正
二
〇
年
の
聚
楽
第
再
度
行
幸
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
別
冊　

第
十
九
集　

哲
学
・
史
学
編
』、
一
九
九
三
年

二
月
。
以
下
中
川
氏
の
説
は
同
論
に
拠
る
）、
北
堀
光
信
『
豊
臣
政
権
下

の
行
幸
と
朝
廷
の
動
向
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
。
以
下
北

堀
氏
の
説
は
同
論
に
拠
る
）
以
下
数
点
を
数
え
る
も
の
の
、
天
正
十
六
年

の
聚
楽
行
幸
に
関
す
る
研
究
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
考
察
は
進
ん
で
い
な
い

状
態
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
『
二
十
年
行
幸
記
』
の
史
料
的
価
値
を
検
証
し
、
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そ
の
内
容
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
天
正
二
十
年
聚
楽
行

幸
に
関
す
る
研
究
、
ひ
い
て
は
豊
臣
政
権
そ
の
も
の
に
関
わ
る
研
究
に
資

す
る
こ
と
大
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

で
は
、『
二
十
年
行
幸
記
』
に
は
ど
の
よ
う
な
史
料
的
価
値
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
比
較
材
料
に
な
る
の
は
群
書
類
従
に
所
収
さ
れ
る

『
天
正
二
十
年
正
月
廿
六
日
行
幸
聚
楽
第
之
行
列
』（
以
下
群
書
類
従
本
）

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
一
表
現
・
同
内
容
の
写
本
と
し
て
、
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
図
書
寮
本
『
聚
楽
行
幸
行
列
』（
松
岡
辰
方
旧
蔵
資
料
、
以
下

図
書
寮
本
）
が
あ
る
。

　

天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行
幸
行
列
に
つ
い
て
は
本
資
料
の
他
に

『
鹿
苑
日
録
』
や
『
聚
楽
行
幸
目
録
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
に

数
名
の
参
加
者
を
列
記
す
る
に
と
ど
ま
り
、
行
幸
行
列
の
全
容
や
そ
の
順

序
を
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。群
書
類
従
本
と
そ
の
写
し
を
除
け
ば
、

図
書
寮
本
は
他
に
例
の
な
い
孤
本
で
あ
り
、
松
岡
辰
方
（
一
七
六
四
～

一
八
四
〇
）
の
筆
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
辰
方（
３
）は
江
戸
後
期
の
有
職
故

実
家
で
、
和
学
講
談
所
の
会
頭
を
務
め
、
塙
保
己
一
（
一
七
四
六
～

一
八
二
一
）
の
群
書
類
従
編
纂
に
全
面
的
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
推
し
て
、
図
書
寮
本
は
群
書
類
従
本
と
親
子
関
係
（
こ
の
場
合
、
ど

ち
ら
が
親
な
の
か
は
別
に
考
え
て
お
き
た
い
）
に
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
傍
記
等
を
含
め
、
両
書
は
同
一
の
本
文
を

持
つ
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
図
書
寮
本
・
群
書
類
従
本
は
史
実
に
あ
わ
せ
、

雑
色　
　

同　
　
　
　
　
　

布
衣

　
　
　
　
　
　
　

 

新
蔵
人　
　
　
　

笠
持　

権祭
主 

大 

副　
　

右富
小
路
秀
直

衛
門
佐　
　

右松木 

少 

将　
　

侍唐
橋　　

従

雑
色　
　

同　
　
　
　
　
　

布
衣

雑
色　
　

同　
　
　
　
　
　

布
衣

　
　
　
　
　
　
　

 

極
﨟　
　
　
　
　

笠
持　

侍阿
野
實
政

　
　

従　
　

侍山
科　　

従　
　

侍吉
田
兼
治

　
　

従　
　

宮柳原
資
敦

内
権
大
輔

雑
色　
　

同　
　
　
　
　
　

布
衣

と
い
う
よ
う
に
、
配
置
に
つ
い
て
も
再
現
し
た
上
で
後
陽
成
帝
に
供
奉
し

た
公
卿
の
行
列
を
記
す
（
配
置
等
に
つ
い
て
は
群
書
類
従
本
を
参
照
し

た
）。
そ
の
一
方
で
、『
二
十
年
行
幸
記
』
は
単
に
行
列
に
供
奉
し
た
者
の

名
を
順
に
列
記
す
る
（【
図
版
①
】
参
照
）。

　

そ
う
し
た
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
群
書
類
従
本
・
図
書
寮
本
の
二
本
と

『
二
十
年
行
幸
記
』
に
お
い
て
、
供
奉
者
は
そ
の
順
序
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ

一
致
す
る（
４
）。

ま
た
、
前
掲
『
鹿
苑
日
録
』『
聚
楽
行
幸
目
録
』
に
記
さ
れ
る
、

前
駈
以
前
に
行
列
し
た
八
条
宮
智
仁
親
王
お
よ
び
伏
見
宮
邦
房
親
王
以
下

前
官
衆
、
お
よ
び
『
二
十
年
行
幸
記
』
に
お
い
て
前
駆
の
筆
頭
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
清
原
秀
賢
・
小
槻
高
亮
に
つ
い
て
は
、
群
書
類
従
本
・
図
書
寮

本
に
見
い
出
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、
こ
の
二
本

に
は
天
皇
行
列
だ
け
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
続
い
た
関
白
の
行
列
は

一
切
記
載
が
な
い
こ
と
も
注
記
し
て
お
く
。
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ち
な
み
に
こ
の
行
幸
行
列
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
六
年
お
よ
び
天
正

二
十
年
の
行
幸
時
の
蔵
人
の
動
向
を
記
載
し
た
『
後
陽
成
天
皇
行
幸
蔵
人

方
御
下
行
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
い
う
資
料
も
存
す
る
。
本
資
料
は

平
安
末
期
よ
り
代
々
蔵
人
方
出
納
役
を
務
め
て
き
た
平
田
家
に
よ
る
記
録

類
の
一
部
で
あ
り
、
公
的
な
資
料
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
該
資
料
の

記
述
は
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
に
も
『
二
十
年
行
幸
記
』
に
も

見
ら
れ
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
群
書
類
従
本
・
図
書
寮
本
を
参
照
し
、『
二
十
年
行
幸
記
』

の
行
列
部
分
に
注
目
し
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
次
に
行
列
以
外
の
部
分

に
つ
い
て
も
注
目
し
、
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
か
ら
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

二
、『
二
十
年
行
幸
記
』
と
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』

　

群
書
類
従
本
・
図
書
寮
本
が
示
す
行
幸
行
列
の
他
に
比
較
材
料
と
な
り

得
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
太
田
牛
一
（
一
五
二
七
～
一
六
一
三
）
の
手
に

な
る
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』（
慶
長
十
五
年
〈
一
六
一
〇
〉
頃

成
立
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
秀
吉
の
伝
記
的
資
料
の
う
ち
天
正
二
十
年
の
行

幸
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
以
外
に
詳
細
な
言
及
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
見

当
た
ら
な
い（
５
）。

以
下
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
と
『
二
十
年
行

【図版①】
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幸
記
』
の
本
文
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
『
天
正
記
』
に
次
い
で
古
い
秀
吉

の
伝
記
的
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
太
田
牛
一
自
筆
本
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
除
け
ば
、
そ
の
写

し
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
お
よ
び
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に

認
め
る
以
外
、
伝
本
の
存
在
は
明
ら
か
で
な
い（
６
）。

牛
一
自
筆
『
大
か
う
さ

ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
、
こ
の
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
記
事
を
以
下
の

よ
う
に
記
す（
７
）。

（
Ａ
）
天
正
二
十
年
み
つ
の
へ
た
つ

正
月
廿
六
日
、
じ（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
へ
、
又
、
御

き（

行

幸

）

や
う
か
う
あ
り
。
こ（

今

般

）

ん
は
ん
、
と（

当

関

白

）

う
く
は
ん
は
く
、

せ（

相

国

豊

臣

朝

臣

秀

次

卿

）

う
こ
く
と
よ
と
み
あ
そ
ん
ひ
て
つ
ぎ
け
う
、
御
し
ゆ
き
や
う
也
。

そ
れ
〳
〵
、
し（

諸

式

）

よ
し
き
の
事
、
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
、
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
よ
り
、

き（
禁
）ん

中
ま
て
、
十
よ（

余

町

）

て
う
の
う
ち
、
つ（
辻
）じ

か
た
め
、
ゑ（
烏
帽
子
）

ほ
し
か
し
ら
、

さ（
左
右
）

ゆ
ふ
に
な
み
ゐ
て
、
お
ひ
た
ゝ
し
き
や（

様

体

）

う
た
ひ
、
し（
諸
家
）

よ
け
の
御

や（

役

者

）

く
し
や
た
ち
、
ひ（
美
々
）ゝ

し
き
御
い
て
た
ち
、
な
り
物
、
ふ
き
物
、

か（
感
）ん

に
た
へ
、
し（

殊

勝

）

ゆ
せ
う
さ
、
き（
肝
）も

に
め（
銘
）ひ

じ
、
あ
り
か
た
き

し（
次
第
）

た
い
は
、
中
〳
〵
、
申
す
に
あ
き
た
ら
す
。
し（

聚

楽

）

ゆ
ら
く
へ
、
両れ
う

度ど

の
御
き（

行

幸

）

や
う
か
う
、
め
て
た
き
御
て
ん
、
ま
す
〳
〵
、
御

ち（

長

久

）

や
う
き
う
、˝

御
は（

繁

栄

）

ん
ゑ
い
の
も
と
ひ
也
。
中
一
日
、˝

御

と（

逗

留

）

う
り
う
、
し（
詩
歌
）

い
か
、
く（

管

絃

）

は
ん
げ
ん
、
さ
ま
〳
〵
、
御
ゆ（

遊

興

）

ふ
け
う
。

二
十
八
日
、
く（

還

幸

）

は
ん
か
う
あ
り
。
て（
天
下
）

ん
か
、
ま
つ
り
こ
と
た（
正
）ゝ

し
く
、

ゑ（

叡

感

）

い
か
ん
、
な
ゝ
め
な
ら
ず
。

（
Ｂ
）
し
か
る
に
、
大た

い
か
う閤

、
大
津
へ
、
御
た（
鷹
野
）

か
の
に
、
御
な
り
。
こ
ゝ

よ
り
、
み（
民
部
卿
法
印
＝
前
田
玄
以
）

ん
ふ
き
や
う
ほ
う
ゐ
ん
を
、
め
し
よ
せ
ら
れ
、
又
、
此
た

ひ
の
、
御
き（

行

幸

）

や
う
か
う
の
御
こ
ゝ
ろ
を
、
ふ
く
ま
せ
ら
れ
て
、

は
な
の
い
ろ
は
、
う
つ
り
か
は
れ
る
よ
の
中
に
、
ち
と
せ
を
、

へ
て
よ
、
く（

雲
）も

の
う
へ
人
。

と
、
あ
そ
は
さ
れ
、
御
た（

短

冊

）

ん
さ
く
を
、
て（

帝

王

）

い
わ
ふ
へ
、
御
さ
ゝ
け
な

さ
れ
候
へ
は
、
そ
の
と
き
の
御
返
事
、

　

 　

ぎ（

行

幸

）

や
う
か
う
申
さ（
沙
汰
）た

に
つ
き
て
、め
つ
ら
し
き
け（

景

趣

）

い
し
ゆ
ど
も
、

ゑ（

叡

覧

）

い
ら
ん
、
御
め
を
お
ど
ろ
か
さ
れ
候
。
た（
太
閤
＝
秀
吉
）

い
か
う
、
御
ま
い
り

候
は
て
、
の（
残
）こ

り
お
ほ
く
、
お
ぼ
し
め
し
候
ば
か
り
候
。
こ
と
に
、

ゑ（
詠
歌
）

い
か
、
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
。
こ
な
た
よ
り
こ
そ
、
ま
つ
、
お
ほ

せ
も
、
か
け
ら
れ
候
は
ん
す
る
に
、
き（
奇
特
）

と
く
さ
、
き（

吟

詠

）

ん
ゑ
い
の
い

た
り
、
ふ
か
さ
も
、
と
り
〳
〵
、
か（
感
）ん

し
お
ほ
し
め
し
、
い
つ
れ

も
、
さ（

参

内

）

ん
た
い
、
を
こ
し
入
ら
れ
候
。
お
ほ
し
め
し
よ
り
、
一

し（
首
）ゆ

、
け（
見
参
）

さ
ん
に
入
候
。
な
を
、
ゆ
う
ふ
申
さ
れ
可
候
。
あ
な
か

し
く
。

　
　

大
閤
殿
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御
た（

短

冊

）

ん
さ
く

　
　

 
い
へ
の
か（

風
）せ

、ふ
き
つ
た
へ
た
る
梅
か
香
を
、い
く
世
の
春
か
、

袖
に
ふ
れ
ま
し
。

か
す
〳
〵
、
め
て
た
か
り
け
る
御
よ（
世
）と
か
や（
８
）。

　

こ
の
記
述
の
う
ち
、（
Ａ
）
で
述
べ
ら
れ
る
聚
楽
行
幸
の
盛
儀
に
つ
い

て
は
、
大
略
の
記
述
で
あ
る
た
め
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
二
十
年
行
幸
記
』

と
内
容
が
一
致
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、（
Ｂ
）

に
記
さ
れ
る
秀
吉
と
天
皇
の
歌
（
傍
線
部
）
の
や
り
取
り
で
あ
る
。『
大

か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
も
こ
の
や
り
と
り
の
内
容
は
比
較
的
詳
細

に
記
さ
れ
る
が
、『
二
十
年
行
幸
記
』
で
も
こ
の
部
分
は
以
下
の
よ
う
に

記
さ
れ
る（
９
）。

相
国
は
、
行
幸
の
日
、
江
州
大
津
に
御
成
に
て
、
と
ゝ
ま
ら
せ
給
ふ
。

す
き
し
年
の
行
幸
の
事
な
と
、
お
ほ
し
め
し
出
さ
せ
給
ひ
、
御
使
し

て
、
短
冊
を
送
り
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
り
。

　
　

御
詠

　
　
　

 

花
の
色
は
う
つ
り
か
は
れ
る
世
の
中
も
ち
と
せ
を
へ
て
よ
雲

の
う
へ
人

　

御
返
し

　
　

御
製

　
　
　

 

家
の
か
せ
ふ
き
つ
た
へ
た
る
梅
か
香
を
い
く
よ
の
は
る
か
袖

に
ふ
れ
ま
し

殿
下
も
御
返
し
と
は
な
く
て
、
か
れ
こ
れ
の
か
た
し
け
な
さ
に
と
て

一
首
つ
ら
ね
さ
せ
給
ふ
。

　
　
　

 

梅
か
香
を
ふ
き
つ
た
へ
た
る
松
風
に
い
と
も
か
し
こ
き
こ
と

の
は
の
す
ゑ

ま
こ
と
に
君
も
臣
も
、
身
を
あ
は
せ
給
ふ
御
契
、
あ
さ
か
ら
す
こ
そ

聞
え
侍
り
け
れ
。（
485
─
500
／
三
五
～
三
六
紙
）

　

こ
こ
に
波
線
で
示
し
た
『
二
十
年
行
幸
記
』
の
詠
歌
二
首
は
、
秀
吉
詠

に
お
け
る
「
よ
の
中
に0

」（『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』）
と
「
世
の

中
も0

」（『
二
十
年
行
幸
記
』）
の
異
同
を
除
け
ば
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き

の
う
ち
』
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る）

（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
秀
吉
詠
に
つ
い
て
は
、
短
冊
原
本
の

存
在
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
秀
吉
詠
の
短
冊
原
本
は
、
徳
川
黎
明

会
蔵
古
筆
手
鑑
『
藁
叢
』
天
部
裏
十
二
面
に
収
め
ら
れ
、
伝
徳
善
院
玄
以

法
印
筆
短
冊
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る）

（（
（

。
本
短
冊
は
縦

三
十
六・七
糎
×
横
五・二
糎
、
料
紙
斐
紙
、
天
地
紫
中
藍
内
曇
に
金
銀
泥
秋

草
虫
下
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。
極
札
に
は
、「
徳
善
院
玄
以
法
印
秀
吉
公
御
代
筆

花
の
色
は 　

」

と
あ
る
。
そ
し
て
短
冊
本
紙
の
詞
書
に
は
、
本
文
と
は
別
筆
で
「
天
正
廿

年
正
月
廿
七
日
従
大
津
し
ゆ
ら
く
行
幸
の
砌
へ
奏
覧
之
」
と
あ
り
、
本
文

に
は
、
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花
の
色
は
う
つ
り
か
は
れ
る
世
の
中
も0

ち
と
せ
を
へ
て
よ
く
も
の
う

へ
人　

秀
吉

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、「
天
正
二
十
年
正
月
二
十
七
日
に
、
大

津
に
い
た
秀
吉
は
前
田
玄
以
（
徳
善
院
玄
以
法
印
）
に
代
筆
さ
せ
た
詠
歌

を
、
聚
楽
第
に
行
幸
中
で
あ
っ
た
後
陽
成
天
皇
に
奉
っ
た
」
と
い
う
内
容

が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
内
容
は
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
も

と
よ
り
『
二
十
年
行
幸
記
』
の
内
容
と
も
完
璧
に
合
致
す
る
。
ま
た
、
前

述
し
た
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
と
『
二
十
年
行
幸
記
』
と
の
間

に
見
ら
れ
る
秀
吉
詠
に
お
け
る
「
に
」
と
「
も
」
の
異
同
に
つ
い
て
も
、

こ
の
短
冊
（
傍
点
部
分
）
か
ら
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
ほ
う
が
『
大
か

う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
比
べ
て
、
よ
り
正
確
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
比
較
材
料
に
用
い
た
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』

の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
も
些
か
言
及
し
て
お
く
。
矢
部
健
太
郎
氏
は
、

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
の
う
ち
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
起

こ
っ
た
秀
次
切
腹
事
件
に
関
す
る
記
事
を
中
心
に
考
証
し
、
記
事
の
中
に

見
ら
れ
る
日
付
が
牛
一
に
よ
っ
て
「
改
変
」
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
指

摘
し
て
い
る）

（1
（

。
矢
部
氏
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
る
岩
沢
愿
彦
「『
信
長

公
記
』
の
作
者
太
田
牛
一
の
世
界
」（『
史
叢
』
第
三
二
号
、
一
九
八
三
年

十
一
月
）
で
も
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
『
信
長
記
』
に
比

し
て
客
観
性
や
真
迫
性
に
劣
る
と
い
う
結
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
論
考
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
牛
一
の
誤
解

に
よ
っ
て
起
き
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
除
け
ば
、
改
変
が
な
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
も
の
は
す
べ
て
「
日
付
」
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
記
事
の

内
容
自
体
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
堀
新
氏
は
牛
一
自

筆
の
池
田
家
本
『
信
長
公
記
』
巻
一
三
や
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』

の
奥
書
を
取
り
上
げ
、
牛
一
が
「
毎
篇
日
記
之
次
イ
テ
ニ
書
載
ス
ル
モ
ノ
」

を
も
と
に
執
筆
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
そ
れ
は
決
し
て
事
実
を
削
ら
ず
、

嘘
を
添
え
て
い
な
い
」
と
、
そ
の
著
述
方
針
か
ら
牛
一
の
著
作
に
史
料
的

価
値
を
認
め
て
い
る）

（1
（

。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
著
述
方
針
か
ら
す
れ

ば
、
少
な
く
と
も
記
事
の
内
容
自
体
が
ま
っ
た
く
の
「
改
変
」
で
あ
っ
た

と
は
想
像
し
難
い
。
短
冊
の
内
容
も
合
わ
せ
て
考
え
る
限
り
、『
二
十
年

行
幸
記
』
お
よ
び
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
に
記
さ
れ
た
当
該
記

事
の
内
容
は
史
実
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
『
関
白
秀
次
亭
行
幸
和
歌
』、『
天
正
二
十

年
正
月
廿
六
日
行
幸
聚
楽
第
之
行
列
』
お
よ
び
『
聚
楽
行
幸
行
列
』、
そ

し
て
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
、
い
ず
れ
も
伝
本
が
極
め
て
少

な
く
、
近
世
期
に
お
い
て
そ
の
流
行
が
さ
ほ
ど
に
確
認
で
き
ず
、
し
か
も

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
記
事
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
と
比

較
し
て
矛
盾
の
な
い
『
二
十
年
行
幸
記
』
は
、
そ
の
記
述
の
内
容
に
か
な
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り
の
信
憑
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
二
十
年

行
幸
記
』
の
奥
書
に
は
「
天
正
二
十
年
二
月
吉
日
」
と
あ
り
、『
二
十
年

行
幸
記
』
が
行
幸
の
一
ヶ
月
後
に
成
立
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
は
、

天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
が
行
幸
の
一
ヶ
月
後
に
成
立
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
も
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
天
正
十
六
年
の

『
聚
楽
行
幸
記
』
が
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
御
伽
衆
・
大
村
由
己
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
よ
う
に
、『
二
十
年
行
幸
記
』
も
ま
た
、
豊
臣
秀
次
の
命
に

よ
り
側
近
が
記
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し

て
こ
の
行
幸
の
三
年
後
に
切
腹
し
、
秀
吉
に
よ
っ
て
一
族
と
も
に
六
条
河

原
に
晒
さ
れ
、
自
邸
で
あ
っ
た
聚
楽
第
を
徹
底
的
に
破
却
さ
れ
る
ほ
ど
に

豊
臣
政
権
か
ら
迫
害
さ
れ
た
秀
次
が
主
催
し
た
行
幸
の
公
的
記
録
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
天
正
二
十
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
書

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
史
料
性
を
検
証
し
、
同
書
が
記
す
天
正

二
十
年
聚
楽
行
幸
に
関
す
る
記
事
の
信
頼
性
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
こ
で

以
下
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
記

事
を
中
心
に
、
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
盛
儀
の
次
第
を
概
観
し
、
併
せ

て
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
こ
の
行
幸
に
如
何
な
る
意
味
が
あ
っ
た
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
、『
二
十
年
行
幸
記
』
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と

　

従
来
の
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
論
考
と
し
て

は
、
前
掲
中
川
和
明
「
天
正
二
〇
年
の
聚
楽
第
再
度
行
幸
に
つ
い
て
」
お

よ
び
北
堀
光
信
『
豊
臣
政
権
下
の
行
幸
と
朝
廷
の
動
向
』
の
二
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
中
川
氏
は
、『
史
料
綜
覧
』
に
整
理
さ
れ
て
い
る
史

料
群
を
集
め
、
行
幸
行
列
を
中
心
に
検
討
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
行
幸
直

前
に
関
白
秀
次
が
人
々
の
見
守
る
中
、
天
皇
を
迎
え
に
参
内
し
、
行
幸
に

供
奉
し
て
い
る
事
例
か
ら
、
こ
の
行
幸
が
豊
臣
政
権
に
よ
る
政
治
的
演
出

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
こ
の
行
幸
は
、
統
一
政
権
が
天
皇

を
補
佐
す
る
体
制
を
継
続
す
る
意
志
を
誇
示
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
も
あ
っ
た
と
す
る
。

　

一
方
北
堀
氏
は
、
中
川
論
文
を
踏
ま
え
た
上
で
、
天
正
二
十
年
聚
楽
行

幸
を
秀
吉
に
よ
る
新
任
関
白
支
援
策
の
一
環
と
位
置
付
け
た
跡
部
信
「
豊

臣
政
権
の
代
替
わ
り
」（『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』
二
十
八
号
、
二
〇
〇
〇

年
三
月
）、
そ
し
て
天
正
十
九
年
の
相
次
ぐ
豊
臣
一
族
の
死
去
か
ら
、
天

正
二
十
年
聚
楽
行
幸
が
秀
次
を
中
心
と
す
る
羽
柴
一
族
の
儀
礼
秩
序
再
編

で
あ
る
と
し
た
矢
部
健
太
郎「
太
閤
秀
吉
の
政
権
構
想
と
大
名
序
列
」（『
豊

臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）
を
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参
照
し
つ
つ
、
こ
の
行
幸
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
北
堀
論
文

で
は
ま
ず
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
準
備
が
正
月
一
日
か
ら
確
認
さ
れ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
準
備
が
菊
亭
晴
季
（
一
五
三
九
～

一
六
一
七
）・
勧
修
寺
晴
豊
（
一
五
四
四
～
一
六
〇
三
）・
中
山
親
綱

（
一
五
四
四
～
一
五
九
八
）
の
武
家
伝
奏
三
人
と
惣
奉
行
・
前
田
玄
以

（
一
五
三
九
～
一
六
〇
二
）
に
よ
り
主
導
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
な
さ
れ
た

行
幸
が
当
該
期
の
朝
廷
内
の
序
列
を
可
視
的
に
表
し
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
行
幸
行
列
の
検
討
か
ら
、
天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行

幸
は
新
任
関
白
秀
次
を
披
露
す
る
舞
台
装
置
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て

武
家
が
大
量
に
参
加
す
る
公
武
混
合
の
催
し
で
あ
っ
た
天
正
十
六
年
聚
楽

行
幸
に
対
し
、
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
に
参
加
し
た
武
家
は
、
羽
柴
血
縁

者
な
ど
の
限
ら
れ
た
人
数
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
こ
の
行
幸
が

朝
廷
の
構
成
者
を
対
象
に
催
し
た
も
の
で
あ
り
、
秀
次
と
朝
廷
の
関
係
強

化
を
図
る
た
め
の
催
し
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

さ
て
、『
二
十
年
行
幸
記
』
に
は
行
幸
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
そ
の
後

の
処
遇
に
関
す
る
記
録
も
含
め
、
行
幸
の
一
部
始
終
が
記
さ
れ
て
お
り
、

盛
儀
の
経
緯
を
時
系
列
順
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
断
片
的
な
情
報
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
推
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

諸
説
と
の
照
合
作
業
に
も
簡
便
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
節
で
は
こ
う
し
た

先
学
の
意
見
を
踏
ま
え
て
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
と
比
較
し
つ

つ
『
二
十
年
行
幸
記
』
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
正
二
十
年
聚
楽
行

幸
の
全
貌
を
把
握
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、『
二
十
年
行
幸
記
』
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
冒
頭
部
分
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。『
二
十
年
行
幸
記
』
の
特
異
な
点
と
し
て
、
冒
頭
に
「
八

極
雖
広
寸
眸
可
囲
万
物
雖
多
一
朝
可
斉
」（
１
─
２
／
一
紙
）
と
い
う
漢

詩
の
一
節
を
挙
げ
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。『
二
十
年
行
幸
記
』
は
そ
の

構
成
お
よ
び
本
文
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』

を
参
照
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽

行
幸
記
』
で
は
冒
頭
か
ら
和
文
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

こ
の
一
節
は
異
質
と
い
え
よ
う
。
こ
の
一
節
は
明
の
楚
江
仙
隱
石
公
（
生

没
年
未
詳
）
に
よ
る
『
金
谷
懷
春
』
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

（1
（

。

こ
の
漢
詩
に
続
い
て
、「
大
閤
前
大
相
国
」（
２
─
３
／
一
紙
）
す
な
わ
ち

秀
吉
は
「
名
を
万
年
に
た
れ
ん
事
を
思
」（
８
／
一
紙
）
い
、
そ
し
て
、

大
明
を
せ
め
し
た
か
へ
、
日
本
の
風
紀
を
四
百
州
に
う
つ
さ
む
か
た

め
に
、
先
新
羅
百
済
高
麗
に
命
令
し
て
、
み
ち
を
仮
て
渡
海
す
へ
き

と
な
り
。（
９
─
12
／
一
～
二
紙
）

と
い
う
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
漢
詩
の
一
節

は
直
後
に
記
さ
れ
る
「
大
閤
前
大
相
国
、
六
十
余
州
を
一
に
し
て
、
は
か

る
と
こ
ろ
か
た
ふ
か
す
と
い
ふ
こ
と
な
く
、
欲
す
る
所
な
ら
す
と
い
ふ
こ

と
な
し
」（
２
─
５
／
一
紙
）
と
い
う
一
文
と
呼
応
し
て
、「
天
下
が
い
か
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に
広
い
と
は
い
え
、
秀
吉
の
目
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
万
物
が
い

か
に
多
い
と
は
い
え
、
秀
吉
は
瞬
時
に
見
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
意
味
に
読
め
る
。
こ
の
楚
江
仙
隱
石
公
に
よ
る
漢
詩
の
引
用
は
、
右
に

掲
げ
て
き
た
よ
う
な
前
後
の
文
脈
か
ら
推
し
て
、
秀
吉
の
力
の
強
大
さ
を

示
す
た
め
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
直
後
に
述
べ
ら
れ
て
も

い
る
秀
吉
の
大
明
出
兵
の
意
を
汲
ん
だ
も
の
と
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

新
任
関
白
秀
次
は
こ
れ
に
続
い
て
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
語
ら
れ
る
秀

次
像
は
「
中
納
言
秀
次
卿
を
猶
子
と
し
て
本
朝
を
鎮
撫
せ
し
め
ん
か
ゆ
へ

に
」（
12
─
14
／
二
紙
）
と
い
う
文
言
に
表
れ
る
と
お
り
、
武
家
の
棟
梁

と
し
て
の
性
格
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
、
秀
次
の
小
田
原

出
兵
、
奥
州
平
定
の
事
蹟
が
語
ら
れ
、
そ
の
上
で
行
列
の
記
事
に
移
っ
て

い
く
。
天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
で
は
、
秀
吉
に
つ
い
て
「
文
武

兼
備
へ
上
を
仰
き
下
を
あ
は
れ
む）

（1
（

」
と
、
文
事
の
側
面
も
強
調
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、秀
次
の
場
合
は
武
威
を
示
す
将
軍
と
し
て
の
性
格
の
み（
た

だ
し
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
当
該
箇
所
は
破
れ
に
よ
り
数
行
程
度
欠
損

し
て
い
る
た
め
、
現
存
本
文
に
あ
る
限
り
で
の
判
断
で
あ
る
）
が
強
調
さ

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
従
来
述
べ
ら
れ
て
き
た
「
新
任
関
白
の

披
露
」
に
は
、
こ
う
し
た
武
家
関
白
と
し
て
の
秀
次
の
性
格
が
と
く
に
強

調
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か）

（1
（

。

　

こ
の
「
秀
次
の
武
威
の
強
調
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
堀
新
氏
の
説
が
注

目
さ
れ
る）

（1
（

。
堀
氏
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
秀
吉
が
関
白
職
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
「
天
下
の
儀
、
き（

切

従

）

り
し
た
か
ゆ
へ
き
」
官
職
と
主
張
し
、
従

来
の
五
摂
家
に
つ
い
て
「
一
在
所
の
儀
も
き（

切

従

）

り
し
た
か
へ
ら
れ
」
な
い
と

批
判
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
秀
吉
が
関
白
職
に
本
来
な
か
っ
た
「
軍
事
的

な
意
味
合
い
」
を
付
与
し
、
関
白
任
官
を
正
当
化
し
た
と
指
摘
し
た
。
そ

し
て
堀
氏
は
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
十
二
月
に
秀
吉
が
秀
次
に
遣
わ

し
た
四
ヶ
条
の
訓
戒
状
の
第
一
条
に
「
ふ（

武

辺

方

）

へ
ん
か
た
、
こ（
御
油
断
）

ゆ
た
ん
な
く
、

ふ（
武
具
）く
い（
以
）下
、
又
は
ひ（

兵

粮

）

や
う
ら
う
た（

嗜

）

し
な
み
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
秀
次

が
武
道
の
日
常
的
な
鍛
錬
を
怠
ら
な
い
よ
う
真
っ
先
に
強
調
し
て
訓
戒
し

た
と
す
る
。
天
正
十
九
年
十
二
月
と
い
え
ば
秀
吉
が
秀
次
に
関
白
を
譲
っ

た
直
後
の
時
期
で
あ
り
、
豊
臣
期
の
関
白
に
は
意
図
的
に
「
軍
事
的
な
意

味
合
い
」
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
堀
説
に
従
っ
て
考

え
る
な
ら
ば
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
秀
次
が
武
家
の
棟
梁
と
し
て
の
性

格
を
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
関
白
に
軍
事
的
要
素
を

付
与
し
、
豊
臣
家
に
よ
る
関
白
相
伝
を
正
当
化
す
る
豊
臣
政
権
の
思
惑
を

示
唆
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

続
く
記
事
は
従
来
最
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
行
幸
行
列
に
関
す
る

記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
中
川
氏
お
よ
び
北
堀
氏
が
極
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め
て
詳
細
に
、
そ
し
て
緻
密
に
研
究
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
節

で
『
二
十
年
行
幸
記
』
と
『
天
正
二
十
年
正
月
廿
六
日
行
幸
聚
楽
第
之
行

列
』『
聚
楽
行
幸
行
列
』
と
を
比
較
し
た
た
め
、
こ
の
記
録
に
つ
い
て
大

枠
で
修
正
を
加
え
て
い
く
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
、
天
皇

の
行
列
の
大
将
（
近
衛
大
将
）
を
例
に
、『
二
十
年
行
幸
記
』
か
ら
読
み

取
れ
る
新
知
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

北
堀
氏
は
天
皇
の
行
列
に
つ
い
て
、「
天
皇
の
行
列
は
、前
駆
を
先
頭
に
、

少
将
、
中
将
が
続
き
、
左
大
将
鷹
司
信
房
、
右
大
将
花
山
院
の
両
大
将
が

行
列
し
た
」
と
述
べ
る
。
た
し
か
に
、
北
堀
氏
が
参
照
し
た
『
鹿
苑
日
録
』

に
は
「
午
刻
行
幸
、
主
聖
乗
鳳
輦
、
々
々
前
駆
、
第
一
左
方
鷹
司
殿
、
右

方
花
山
院
殿
」）

（1
（

と
あ
る
の
で
、
こ
の
判
断
は
妥
当
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、『
二
十
年
行
幸
記
』（
お
よ
び
『
天
正
二
十
年
正
月
廿
六
日
行
幸
聚
楽

第
之
行
列
』『
聚
楽
行
幸
行
列
』）
に
は
、

次
大
将

左
鷹
司
左
大
将
信
房
卿

右
西
園
寺
右
大
将
実
益
卿
（
72
─
74
／
七
紙
）

と
あ
り
、
左
方
の
大
将
は
鷹
司
信
房
（
一
五
六
五
～
一
六
五
八
）
で
変
わ

り
な
い
も
の
の
、右
方
の
大
将
が
花
山
院
で
な
く
西
園
寺
実
益（
一
五
六
〇

～
一
六
三
二
）
に
な
っ
て
い
る
（
花
山
院
は
そ
の
あ
と
に
続
く
公
卿
の
行

列
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）。
こ
こ
で
い
う
花
山
院
と

は
中
納
言
家
雅
（
の
ち
定
煕
、
一
五
五
八
～
一
六
三
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

中
納
言
家
雅
で
は
な
く
西
園
寺
実
益
が
右
大
将
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず

『
公
卿
補
任
』（『
国
史
大
系
』
所
収
）
の
記
載
に
お
い
て
実
益
が
天
正
八

年
（
一
五
八
〇
）
か
ら
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
二
十
三
年
間
に
亘
っ

て
、
右
近
衛
大
将
に
任
官
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
『
二
十
年
行
幸
記
』

の
記
述
の
ほ
う
が
正
し
い
と
言
い
得
る
だ
ろ
う）

（1
（

。
天
正
二
十
年
時
点
で
、

左
大
将
鷹
司
信
房
は
従
一
位
の
位
階
を
持
ち
、
天
正
十
六
年
に
左
近
衛
大

将
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
慶
長
十
一
年
〈
一
六
〇
六
〉
ま
で
在
任
）
か
ら
、

信
房
が
「
左
大
将
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
も
な
い
。
一
方
、
花
山
院
家
雅

は
正
三
位
権
中
納
言
に
留
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
行
幸
時
に
の
み
突
如

と
し
て
右
大
将
に
任
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、矢
部
健
太
郎
氏）

11
（

は
実
益
が『
公
卿
補
任
』で
右
大
将
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
実
益
お
よ
び
左
大
将
信
房
の
在
任
期
間
が

朝
廷
の
歴
史
上
で
も
異
常
に
長
く
、
ま
た
織
豊
期
の
近
衛
大
将
が
長
期
間

空
位
に
な
る
時
期
が
織
田
信
長
の
右
大
将
辞
官
後
、
豊
臣
秀
吉
関
白
任
官

前
後
、
徳
川
秀
忠
右
大
将
辞
官
後
と
い
う
よ
う
に
、
武
家
側
の
政
治
体
制

が
変
動
す
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
上

で
近
衛
大
将
が
空
位
に
な
る
期
間
は
、
朝
廷
側
が
武
家
権
力
側
の
人
事
に
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対
応
す
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
見
守
ろ
う
と
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
と
考

察
し
て
い
る
。
上
記
の
矢
部
氏
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
天
正
二
十
年
聚
楽

行
幸
と
い
う
「
秀
吉
か
ら
秀
次
へ
の
政
権
委
譲
」
と
い
う
政
治
体
制
の
変

動
は
、
近
衛
大
将
の
異
動
が
一
切
無
か
っ
た
点
で
、
秀
吉
か
ら
秀
次
へ
の

政
権
委
譲
が
穏
便
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
も
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
豊

臣
政
権
が
既
に
統
一
政
権
と
し
て
完
全
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
行
列
に
つ
い
て
『
二
十
年
行
幸
記
』
に
基
づ
き
さ
ら
に
付

言
す
る
な
ら
ば
、
北
堀
氏
が
提
示
し
た
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
に
参
加
し

た
武
家
が
羽
柴
血
縁
者
な
ど
限
ら
れ
た
人
数
に
留
ま
っ
て
お
り
、
天
正

二
十
年
聚
楽
行
幸
は
朝
廷
の
構
成
者
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
す

る
説
に
も
再
考
が
促
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
北
堀
氏
が
重
点
的
に
考

察
し
て
き
た
行
幸
行
列
を
例
に
そ
の
供
奉
者
数
を
挙
げ
れ
ば
、
天
正
十
六

年
の
行
幸
時
で
は
公
家
が
五
十
一
名
、
武
家
が
百
十
六
名
（
秀
吉
を
除
く
）

だ
っ
た
の
に
対
し
、
天
正
二
十
年
の
行
幸
時
で
は
公
家
が
六
十
名
、
武
家

が
九
十
七
名
（
秀
次
を
除
く
）
で
あ
る
。
た
し
か
に
北
堀
氏
が
指
摘
す
る

通
り
公
家
側
の
供
奉
者
が
増
加
し
、
武
家
側
の
供
奉
者
は
減
少
し
て
い
る

が
、
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
は
公
武
混
合
の

儀
礼
で
は
な
く
、秀
次
と
朝
廷
の
関
係
強
化
を
図
る
た
め
の
催
し
だ
っ
た
」

と
は
即
断
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
天
正
二
十
年

行
幸
時
に
お
い
て
も
武
家
側
の
供
奉
者
は
百
名
近
い
大
人
数
で
あ
り
、「
羽

柴
血
縁
者
な
ど
」（
こ
の
「
な
ど
」
の
範
疇
は
定
か
で
は
な
い
が
、
秀
次

の
宿
老
や
側
近
も
含
む
の
で
あ
ろ
う
か
）
だ
け
で
な
く
、
石
田
三
成
を
は

じ
め
と
し
た
、
そ
れ
ま
で
秀
吉
の
直
属
で
豊
臣
政
権
の
中
核
を
担
っ
て
き

た
大
名
衆
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
大
名
衆
も
こ
の

行
幸
時
点
で
秀
次
を
中
心
と
す
る
「
新
生
豊
臣
政
権
」
を
構
成
す
る
吏
僚

で
あ
っ
た
、
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
正

十
六
年
の
行
幸
時
よ
り
供
奉
者
が
二
十
名
程
度
少
な
い
こ
と
は
、
決
し
て

武
家
側
が
「
限
ら
れ
た
」
人
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
は
思
わ
れ

な
い
。
そ
も
そ
も
新
任
関
白
の
披
露
で
あ
る
以
上
、
秀
次
を
こ
れ
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
羽
柴
血
縁
者
や
宿
老
・
側
近
が
中
心
に
な
っ

て
供
奉
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
朝
鮮
出
兵
の
た
め
の

準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
だ
け
の
武
家
が
行
幸
に
供

奉
し
た
と
い
う
点
を
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
行
幸
初
日
に
関
白

の
行
列
が
長
か
っ
た
た
め
に
鳳
輦
の
中
で
後
陽
成
天
皇
が
上
気
し
、
気
分

を
甚
だ
し
く
害
し
た
こ
と
を
先
学
が
指
摘
し
て
い
る）

1（
（

こ
と
か
ら
し
て
も
、

決
し
て
行
幸
に
供
奉
し
た
武
家
は
少
数
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。ま
た
、

先
述
の
通
り
『
二
十
年
行
幸
記
』
か
ら
は
関
白
秀
次
の
武
将
と
し
て
の
側

面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
意
識
が
行
幸
そ
の
も
の
に
も
反
映
さ

れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
天
正
十
六
年
の
行
幸
時
と
同
じ
く
天
正
二
十
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年
の
行
幸
も
、
公
武
混
合
の
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
目

的
は
朝
廷
の
構
成
者
を
対
象
に
し
、
ま
た
秀
次
と
朝
廷
の
関
係
強
化
を
図

る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

さ
て
、
鳳
輦
が
聚
楽
第
の
中
に
入
っ
た
後
か
ら
、
天
皇
の
住
ま
い
と
し

て
設
け
ら
れ
た
「
儲
の
御
所
」
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、「
天
正
十
六
年
の
行
幸
の
時
の
御
所
を
は
つ
く
り
あ
ら
た
め
、

二
層
の
楼
閣
、
経
営
巧
を
つ
く
し
」（
169
─
171
／
一
四
紙
）
と
い
う
記
述

で
あ
る
。
天
正
二
十
年
の
行
幸
に
当
た
っ
て
、「
儲
の
御
所
」
を
新
築
し

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、『
二
十
年
行
幸
記
』
に
よ
れ
ば
和
歌
会
か
ら
始
ま
る
新
任
関

白
秀
次
の
披
露
宴
が
行
わ
れ
た
。
和
歌
会
で
は
「
詠
池
水
久
澄
和
歌
」
の

歌
題
が
出
題
さ
れ
た
が
、
こ
の
題
に
応
ず
る
よ
う
に
、
和
歌
会
の
記
録
の

後
、
聚
楽
第
に
設
け
ら
れ
た
庭
の
情
景
に
関
す
る
記
述
が
始
ま
る
。
こ
の

庭
に
関
す
る
描
写
で
注
目
で
き
る
の
は
、
聚
楽
第
に
あ
っ
た
ら
し
い
、
広

大
な
池
の
汀
に
お
い
て
舟
の
遊
び
が
予
定
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

還
幸
が
急
が
れ
た
た
め
に
中
止
に
な
っ
た
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
先

述
し
た
「
行
幸
初
日
に
天
皇
が
上
気
し
、
気
分
を
害
し
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
一
件
が
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
日
、
秀
吉
は
大
津
に
い
て
、
天
皇
と
歌
の
や
り
と
り
を

し
た
。
こ
の
や
り
と
り
は
前
述
の
通
り
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』

に
も
見
え
、
小
林
千
草
「『
大
か
う
さ
ま
ぐ
ん
き
』〈
聚
楽
再
行
幸
〉
の
研

究
─
国
語
学
史
的
注
釈
と
表
現
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」（『
東
海
大
学
紀
要　

文
学
部
』
八
二
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
等
の
論
考
で
夙
に
検
討
さ
れ
て

き
て
い
る
。
そ
し
て
『
二
十
年
行
幸
記
』
で
は
秀
吉
と
天
皇
の
歌
の
や
り

と
り
に
、
秀
次
も
参
加
し
て
い
た
（
第
二
節
で
既
述
）
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

　

行
幸
最
終
日
に
は
ひ
と
し
き
り
酒
宴
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
還
幸
と
な
っ

た
。
こ
の
還
幸
の
詳
細
に
つ
い
て
は
藤
田
恒
春
「『
関
白
ま
ハ
り
持
候
儀
』

に
つ
い
て
」（『
豊
臣
秀
次
の
研
究
』
文
献
出
版
、
二
〇
〇
三
年
七
月
。
以

下
藤
田
氏
の
説
は
同
論
に
拠
る
）
お
よ
び
北
堀
論
文
に
よ
っ
て
検
討
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
、
菊
亭

晴
季
を
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
へ
と
昇
叙
す
る
沙
汰
が
、
勧
修
寺
晴
豊
・
中

山
親
綱
の
二
人
を
使
い
と
し
て
出
さ
れ
た
。
当
時
左
大
臣
の
任
に
あ
っ
た

の
は
近
衛
信
輔
（
の
ち
信
尹
、
一
五
六
五
～
一
六
一
四
）
で
あ
っ
た
が
、

晴
季
の
左
大
臣
任
官
は
、
信
輔
を
追
い
落
と
す
人
事
で
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
太
政
大
臣
で
あ
る
秀
吉
を
除
け
ば
、
大
臣
と
し
て
当
時
最
高
位

に
あ
っ
た
は
ず
の
信
輔
が
豊
臣
政
権
に
疎
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
藤
田
氏
が
、
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還
幸
の
際
、
鳳
輦
と
左
大
臣
近
衛
信
輔
の
間
に
、
進
上
物
を
積
ん
だ

長
櫃
の
列
が
あ
り
、
近
衛
信
輔
は
「
財
寮
」
の
よ
う
な
真
似
を
さ
せ

ら
れ
京
童
の
笑
い
も
の
と
な
っ
た
。

と
述
べ
、
ま
た
北
堀
氏
が
、

晴
季
は
上
卿
と
な
り
、
朝
廷
儀
礼
と
し
て
の
行
幸
運
営
を
取
り
仕

切
っ
た
。
朝
廷
運
営
は
晴
季
を
中
心
と
し
て
催
さ
れ
る
事
は
、
行
幸

に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
。
左
大
臣
近
衛
信
輔
と
右
大
臣
菊
亭
晴
季

の
格
差
は
歴
然
で
あ
っ
た
。
晴
季
が
、
統
一
政
権
と
朝
廷
と
の
関
係

に
お
い
て
別
格
で
あ
る
事
は
、
行
列
、
贈
与
、
還
幸
、
三
日
間
繰
り

返
し
示
さ
れ
続
け
た
。

と
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
菊
亭
晴
季
が
左
大
臣
に
任
官
し
た
記
事
は

『
二
十
年
行
幸
記
』
に
の
み
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
が
、
近
衛
信
輔
が
左

大
臣
職
を
ま
さ
に
還
幸
当
日
の
天
正
二
十
年
正
月
二
十
八
日
に
辞
し
て
い

る）
11
（

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
晴
季
の
左
大
臣
任
官
に
つ
い
て
も
信
憑
性
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

11
（

。『
三
藐
院
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
に
あ
っ
た
秀
吉
の
関
白
就
任
は
条
件
付
き
の
も
の
で
あ
っ

た
。
秀
吉
は
あ
く
ま
で
も
近
衛
前
久
の
猶
子
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
白

に
就
任
し
た
た
め
、
い
ず
れ
秀
吉
の
関
白
職
は
信
輔
に
与
奪
す
る
と
い
う

約
束
が
で
き
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
翌
年
（
一
五
八
六
）、
秀
吉
は
豊

臣
姓
を
賜
っ
て
豊
臣
政
権
を
確
立
し
、
そ
し
て
数
年
後
に
秀
次
に
関
白
位

を
継
承
し
た
。
こ
の
事
件
は
信
輔
に
関
白
位
を
継
承
さ
せ
る
と
い
う
当
初

の
秀
吉
の
約
束
を
裏
切
る
も
の
で
あ
っ
た
。
秀
次
の
関
白
就
任
後
、
直
ち

に
行
わ
れ
た
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
最
中
、
左
大
臣
と
い
う
高
官
に

あ
っ
た
信
輔
が
「
京
童
の
笑
い
も
の
」
と
な
り
、
右
大
臣
菊
亭
晴
季
に
比

較
し
て
「
格
差
は
歴
然
」
と
し
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
た

か
ら
だ
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
晴
季
の
左
大
臣
任
官
は
、
豊

臣
政
権
に
よ
る
信
輔
を
追
い
落
と
す
た
め
の
人
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
ま
で
の
考
察
も
含
め
て
考
え
て
み
る
と
、
関
白
に
軍

事
的
要
素
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
秀
吉
か
ら
秀
次
へ
の
関
白
相
伝
が
正
当

化
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
信
輔
が
新
任
関
白
と
し
て
の
資
質
に
欠
け
る

と
い
う
理
由
付
け
に
よ
っ
て
約
束
は
反
故
に
さ
れ
、
そ
し
て
信
輔
は
最
終

的
に
左
大
臣
辞
任
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
天
正
二
十
年

の
行
幸
は
、
秀
吉
に
よ
っ
て
軍
事
的
要
素
を
付
与
さ
れ
た
関
白
の
政
権
交

代
を
象
徴
す
る
意
味
を
持
つ
、
秀
吉
と
秀
次
の
両
者
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た

壮
大
な
政
治
的
演
出
の
場
で
も
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行
幸
に
つ
い
て
は
、
天
正



天正二十年聚楽行幸考─ 51 ─

十
六
年
の
行
幸
と
比
較
し
て
、
ほ
と
ん
ど
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
川
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
天
正
一
六
年
の
行

幸
に
比
較
し
て
歴
史
的
意
義
が
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
も
一
因

で
あ
ろ
う
が
、
な
に
よ
り
も
史
料
の
不
足
が
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
『
二
十
年
行
幸
記
』
は

極
め
て
重
要
な
伝
本
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
に

関
し
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
行
幸
行
列
の
記
録
や
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き

の
う
ち
』
よ
り
も
詳
細
か
つ
正
確
に
盛
儀
の
内
容
を
記
録
し
て
お
り
、
ま

た
こ
れ
ま
で
天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行
幸
に
関
す
る
諸
資
料
の
記

述
に
な
か
っ
た
こ
と
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
『
二
十
年
行
幸
記
』
の
史
料
的
価
値
を
検
討
す
る
と

こ
ろ
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
そ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
天
正
二
十
年
に
行

わ
れ
た
聚
楽
行
幸
の
盛
儀
の
一
部
始
終
を
諸
説
を
参
照
し
つ
つ
検
証
し

た
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
が
従
来
述
べ
ら
れ
て
き

た
よ
う
な「
秀
次
と
朝
廷
の
関
係
強
化
」と
い
う
だ
け
の
目
的
で
は
な
く
、

軍
事
的
要
素
を
も
っ
た
関
白
た
る
秀
次
の
性
格
を
強
調
し
た
披
露
の
た
め

の
催
し
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
く
わ
え
て
菊
亭

晴
季
の
左
大
臣
任
官
、
近
衛
信
輔
の
左
大
臣
辞
職
と
い
う
出
来
事
か
ら
、

豊
臣
氏
は
関
白
に
軍
事
的
要
素
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
関
白
相
伝
を
正
当

化
し
た
と
し
、
行
幸
が
そ
う
し
た
思
想
に
基
づ
い
て
豊
臣
政
権
の
政
権
交

代
を
演
出
す
る
場
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
従
来
天
正
十
六
年
の
聚
楽

行
幸
に
比
し
て
意
義
の
低
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
天
正
二
十
年

聚
楽
行
幸
も
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
政
治
史
上
極
め
て
意
義
深
い
も
の

で
あ
り
、
豊
臣
政
権
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
極
め
て
重
要
な
事
件
だ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注（１
） 

秀
次
の
出
生
年
に
は
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
矢
部
健
太
郎
『
関
白
秀
次
の
切
腹
』

（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
一
六
年
四
月
）
が
示
す
永
禄
七
年
（
一
五
六
七
）

出
生
説
を
取
っ
た
。

（
２
） 

な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
『
聚
楽
亭
行
幸
記
（
和
歌
・
蹴
鞠
之
事
）』
と
い
う
書

名
の
写
本
が
あ
る
。
代
々
和
歌
・
蹴
鞠
を
家
業
と
す
る
飛
鳥
井
家
に
伝
来
し
た
本

資
料
は
、
天
正
二
十
年
に
行
わ
れ
た
聚
楽
行
幸
時
に
お
け
る
和
歌
・
蹴
鞠
の
事
蹟

を
中
心
に
、
主
に
初
日
か
ら
最
終
日
ま
で
を
計
一
丁
半
に
纏
め
て
記
す
。
飛
鳥
井

家
が
手
控
え
用
に
纏
め
た
独
自
の
記
録
と
思
わ
れ
、
他
資
料
と
の
共
通
性
は
ほ
と

ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
分
量
も
極
め
て
少
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
資
料
に

つ
い
て
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
３
） 

松
岡
辰
方
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』（
執
筆
担
当
：
鈴
木
真
弓
）
に

拠
っ
た
。

（
４
） 
た
だ
し
、
布
衣
や
笠
持
、
蔵
人
の
有
無
お
よ
び
官
位
に
は
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
揺
れ
は
天
正
十
六
年
『
聚
楽
行
幸
記
』
の
原
本
二
種
（
大
阪
城
天
守
閣
本
・

尊
経
閣
文
庫
本
）
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、『
二
十
年
行
幸
記
』
と

群
書
類
従
本
・
図
書
寮
本
と
の
間
に
多
少
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
特
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に
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

（
５
） 
秀
吉
の
伝
記
的
資
料
に
見
え
る
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
記
事
に
つ
い
て
は
、『
大

か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
を
除
け
ば
、
竹
中
重
門
『
豊
鑑
』
に
「
着
更
衣
十
日

後
に
関
白
秀
次
公
聚
楽
の
亭
に
行
幸
有
け
り
」
と
の
一
文
を
見
る
以
外
、
言
及
そ

の
も
の
が
存
在
し
な
い
。

（
６
） 『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、

貴
人
の
命
に
よ
り
私
的
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
説
が
、
桑
田
忠
親
『
太
閤
記
の
研

究
』（
徳
間
書
店
、
一
九
六
五
年
十
二
月
）、
大
沼
晴
暉
「
解
題
」（『
斯
道
文
庫
古

典
叢
刊
之
三　

大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち　

翻
字
編
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
五

年
二
月
）
等
、
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
近
年
で
は
矢
部
健
太

郎「『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』の
執
筆
目
的
と
秀
次
事
件
」（
金
子
拓
編『『
信

長
記
』
と
信
長
・
秀
吉
の
時
代
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
六
月
）
に
豊
臣
秀
頼

の
命
で
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
大
か

う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
は
大
村
由
己
作
の
『
天
正
記
』
と
合
わ
せ
て
再
編
さ
れ
、

江
戸
時
代
に
『
天
正
軍
記
』（
別
名
『
天
正
記
』）
の
書
名
で
版
行
さ
れ
る
が
、
そ

の
中
に
天
正
二
十
年
聚
楽
行
幸
の
記
録
は
見
え
な
い
。

（
７
） 

以
下
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
の
本
文
は
、
注
（
６
）
大
沼
書
の
翻
刻

よ
り
引
用
し
、
論
の
都
合
上
全
体
を
（
Ａ
）（
Ｂ
）
に
分
割
し
た
。
ま
た
、
読
み

や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
本
文
の
右
側
に
振
漢
字
を
あ
て
た
。

（
８
） 

引
用
文
中
の
傍
線
・
傍
点
等
は
筆
者
に
よ
る
（
以
下
同
）。

（
９
） 

以
下
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
本
文
は
前
掲
拙
稿
「『
天
正
二
十
年　

聚
楽
第
行
幸

記
』
解
題
・
翻
刻
」
か
ら
引
用
し
、
行
番
号
と
紙
数
を
（
行
番
号
／
紙
数
）
の
形

で
併
せ
て
示
し
た
。
こ
の
時
、
読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
て
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た

り
、
本
文
の
位
置
を
変
更
し
た
り
す
る
等
、
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
お
、

『
二
十
年
行
幸
記
』
の
影
印
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
10
） 

た
だ
し
、
漢
字
と
仮
名
の
表
記
の
違
い
は
何
箇
所
か
見
受
け
ら
れ
る
。

（
11
） 『
藁
叢
』
所
収
の
秀
吉
詠
短
冊
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
編
『
徳
川

黎
明
会
叢
書　

古
筆
手
鑑
篇
三　

藁
叢
・
桃
江
・
文
車
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
六
年
八
月
）
に
拠
っ
た
。

（
12
） 

注
（
６
）
矢
部
論
文
に
同
じ
。

（
13
） 

堀
新
『
織
豊
記
王
権
論
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
参
照
。

（
14
） 『
中
國
古
艶
稀
品
叢
刊　

第
四
輯　

金
谷
懷
春　

覓
蓮
雅
集
』（
珍
蔵
版
、
出
版
年

不
明
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、『
文
選
』
の
魏
都
賦
に
は
当
該
漢
詩
と
酷
似
す
る
、

「
八
極
可
圍
於
寸
眸
、
萬
物
可
齊
於
一
朝
」
の
文
言
が
あ
る
。

（
15
） 

天
正
十
六
年
の
『
聚
楽
行
幸
記
』
本
文
は
、
竹
内
洪
介
・
石
塚
晴
通
「
大
阪
城
天

守
閣
蔵
『
聚
楽
行
幸
記
』
解
題
・
翻
刻
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
三
十
八
集
、

二
〇
一
九
年
五
月
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
16
） 

注
（
１
）
矢
部
書
で
は
、
秀
吉
が
関
東
出
兵
以
後
、
秀
次
の
軍
功
を
ア
ピ
ー
ル
し

続
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
二
十
年
行
幸
記
』
に
お
け
る
秀
次
の
武
功

の
披
瀝
も
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
一
環
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
17
） 

堀
新
『
日
本
中
世
の
歴
史
七　

天
下
統
一
か
ら
鎖
国
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
〇
年
一
月
）
参
照
。

（
18
） 

辻
善
之
助
編『
鹿
苑
日
録　

第
三
巻
』（
太
洋
社
、一
九
三
五
年
五
月
）に
拠
っ
た
。

（
19
） 

鷹
司
信
房
・
花
山
院
家
雅
・
西
園
寺
実
益
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
公
卿
補
任
』

を
参
照
し
た
上
で
橋
本
政
宣
編『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
〇
年
三
月
）

に
拠
っ
た
。ち
な
み
に
家
雅
は
西
園
寺
実
益
の
実
弟
で
、慶
長
二
十
年（
一
六
一
五
）

か
ら
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
ま
で
右
近
衛
大
将
に
任
官
し
て
い
る
。
詳
細
は
不

明
だ
が
、『
鹿
苑
日
記
』
の
著
者
は
、
兄
弟
と
い
う
点
か
ら
家
雅
と
実
益
を
混
同

し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、『
二
十
年
行
幸
記
』
の
和
歌
会
記
録
で
も
、

実
益
が
「
右
近
衛
大
将
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
20
） 

矢
部
健
太
郎
「
中
世
武
家
権
力
の
秩
序
形
成
と
朝
廷

─
近
衛
府
の
任
官
状
況
を

め
ぐ
っ
て
（
特
集　

国
史
学
会
創
立
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

日
本
史
に
お

け
る
権
力
と
儀
礼
）」（『
国
史
学
』
二
〇
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）
参
照
。

（
21
） 
橋
本
政
宣
「
近
衛
信
輔
の
薩
摩
左
遷
」（『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
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二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
参
照
。

（
22
） 

菊
亭
晴
季
・
近
衛
信
輔
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
注
（
19
）『
公
家
事
典
』
に
拠
っ
た
。

（
23
） 

晴
季
は
秀
次
の
舅
で
、
秀
次
の
失
脚
・
死
と
と
も
に
失
脚
し
、
越
後
国
に
流
罪
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
課
題
で
は
あ
る
が
、
晴
季
の
左
大
臣
任

官
が
『
二
十
年
行
幸
記
』
以
外
に
見
え
な
い
の
は
、
こ
の
件
が
関
わ
っ
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
24
） 

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
近
衛
信
輔
が
疎
ま
れ
、
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
注
（
21
）
橋
本
書
に
よ
っ
て
詳

細
な
検
討
が
為
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
氏
は
同
書
で
関
白
相
論
に
関
し
て
も
詳
し
く

言
及
し
て
お
り
、
い
ず
れ
信
輔
が
関
白
職
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
約

束
に
つ
い
て
も
、
既
に
天
正
十
六
年
四
月
の
第
一
回
聚
楽
行
幸
の
時
点
で
秀
吉
が

次
の
関
白
職
を
、
自
身
の
猶
子
で
後
陽
成
天
皇
の
弟
古
佐
丸
（
六
宮
）
に
定
め
る

こ
と
で
早
く
も
反
故
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
関
白
職

幷
六
宮
御
進
退
等
文
書
案
』）、
さ
ら
に
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
秀
吉
の
第
一

子
鶴
松
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
六
宮
で
は
な
く
鶴
松
が
次
の
関
白
候
補
に

な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
こ
の
た
め
六
宮
に
は
直
ち
に
親
王
宣
下
が
下
さ

れ
、
新
設
さ
れ
た
八
条
宮
家
の
当
主
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）。
橋
本
氏
の
指
摘
に

加
え
、
藤
田
恒
春
氏
は
、
こ
の
後
次
の
関
白
た
る
べ
き
鶴
松
が
天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）
八
月
に
病
死
し
（
さ
ら
に
同
年
正
月
に
は
秀
吉
の
実
弟
秀
長
も
急

死
し
て
い
た
）、
急
遽
後
継
者
に
秀
次
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
こ
う
し
た
指
摘
か
ら
考
え
る
に
、
土
壇
場
で
秀
次
に
後
継
者
と
し
て
の

資
格
を
与
え
る
べ
く
、
豊
臣
政
権
は
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
な
軍
事
的
要
素
を
関

白
職
に
付
け
加
え
る
等
し
て
、
秀
次
に
関
白
職
を
相
伝
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る

必
要
が
生
じ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
付
記
］

　

貴
重
な
資
料
の
利
用
に
際
し
、柳
沢
昌
紀
氏
に
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
っ
た
。ま
た
、

成
稿
に
あ
た
っ
て
は
堀
新
氏
の
ご
助
言
を
得
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
示
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
特
定
研
究
）「
軍
記
お
よ
び
関
連
作

品
の
歴
史
資
料
と
し
て
の
活
用
の
た
め
の
基
盤
的
・
学
際
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：

井
上
泰
至
）、
そ
し
てJSPS

科
学
研
究
費
（20J11433

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


